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本研究では、シロアリモドキ目の腹板および側板の起
源を明らかにするために、ランドマークとなる外胚葉性
陥入について、コケシロアリモドキを材料として詳細な
観察を行ったので報告する。観察したのは、起源の異な
る３種類の外胚葉性陥入、すなわち付属肢の外側陥入
（幕状骨陥入tentorialinvagination、気門spiracle）・付属肢
の内側陥入（腹板側甲sternalapophysis）・腹側正中陥入

（棘甲spina）である。
それぞれの外胚葉性陥入の形成はステージ８（イン

タートレプシス期）に始まり、ステージ９（胚反転期）
にすべてが完成する。
「付属肢外側の対陥入」は大顎体節・下唇体節・中胸・
後胸・腹部第１－８節に形成される。大顎および下唇体
節のものは幕状骨陥入で、幕状骨前腕は大顎基部の前方
内側から、幕状骨後腕は下唇基部の前方側方から陥入す
る。中胸以降のものは気管陥入すなわち気門であり、体
節の前方に陥入する。中胸の気門はステージ８後期に前
方へ移動を始め、ステージ９以降には前胸領域に位置す
るようにみえる。

「付属肢内側の対陥入」は大顎体節・下唇体節・胸部３
節・腹部第１－１０節に形成される。下唇体節のものは唾
液腺陥入であり、ステージ１１（背閉鎖完了期）に左右の
下唇が中央で融合するのに伴い、中央で融合して共通管
を形成する。胸部のものは左右がわずかに接近し、体節
内をやや前方へ移動する。胸部および腹部の陥入は腹筋
の付着点として機能する。腹部第９節の陥入は、体節の
前方へ移動し、直腸盤を支える大きな筋肉の付着点とな
る。
「腹側正中陥入」は大顎体節・下唇体節・胸部３節・腹
部第１－８節に形成されるが、孵化までに大顎体節・後
胸・腹部第２－８節のものは退化する。腹側正中陥入は
筋肉の付着点として機能する。
小顎体節には、いずれの外胚葉性陥入も形成されな

い。
今後は今回得られたこれらの外胚葉性陥入の位置情報

を用い、腹板および側板の形成過程を追跡し、各節片の
起源を明らかにしていきたい。
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